
江戸川区立上一色南小学校 危機管理マニュアル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校内において、熱中症を発症した児童がいる場合、指導者は次の行動をとる。 

なお、児童の不安を軽減するためにも、声のトーンや速さに気を付け、冷静な対応に努める。 
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な
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改善しない 改善 

発見者 ※児童のそばから離れない 

□教職員を呼ぶ。 □発見した時間や、意識の有無を確認する。 

危機の状況        熱中症を発症した場合 

１ 危機対応の方向性 

１ 意識の有無を確認し、必要に応じて救急車を呼ぶ。 

２ 涼しい場所に移動させて、衣服をゆるめ、水分や塩分を補給する。 

３ 人を集めて、連絡・記録・応急手当を進める。 

４ 他の児童を安全な場所へ移動させる。 

５ 足を高くして、体を冷やし、経過観察をする。 

※ 発症後、意識がない場合は、ただちに救急車を要請する。 

２ 危機対応の具体 

熱中症発症 

教職員Ｂ 

□救急車の要請（１１９番） 

□校内放送で人を集める。 

□保護者へ連絡する。 

【脱衣・冷却】 

□救急車到着までの間、積極的に体を冷やす。 

□水をかけて、濡れタオルをあてて扇ぐ。 

□頸部・脇の下などの大きな血管を冷やす。 

涼しい場所に運び、衣服を緩めて寝かせる。 

管理職  

□それぞれの役割の 

確認及び指示 

【水分摂取】 

□0.1％～0.2％食塩水あるいはスポーツドリンク 

□熱けいれんの場合、生理食塩水（0.9％）など 

濃いめの食塩水を補給する。 

教職員Ａ  

□症状や応急手当の時間などを記録する。 

児
童
Ｂ 

経過観察 病院搬送 

児
童
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 独立行政法人日本スポーツ振興センターが発行する「熱中症を予防しよう」を参考にして、運動の

目安を判断する。 

＜参考＞熱中症予防運動指針 

３ 予想させる危機の状況 

梅雨が明けて、急に暑くなってきた。気温は３０℃、湿度が７０％で、風はあまりふいていない。 
休み時間になると、児童は校庭で元気よく遊びはじめた。しかし、急に運動をしたため体温が上昇して、
脱水症状を引き起こした児童が、その場に倒れこんだ。至急教職員を集めて、児童の応急手当や救急車
を呼び、他の児童についても、安全な涼しい場所へ避難させる必要がある。 
【起こしたくない最悪の事態】 
・意識障害があり、四肢が硬直してしまう。 
・同様の症状を訴える児童が、複数名現れてしまう。 
・要請した救急車がなかなか到着せず、容態が悪化してしまう。 

４ 危機予想の背景 

熱中症とは、熱に中る（あたる）という意味で、暑熱環境によって生じる障害の総称である。熱中症
にはいくつかの病型があるが、重症な病型である熱射病を起こすと、適切な措置が遅れた場合、高体温
から多臓器不全を併発し、死亡率が高くなる。 

近年、学校の管理下において児童生徒等の熱中症による死亡事故が発生しており、日本体育・学校健
康センターの資料によると、昭和５０年から平成１３年までの２７年間に１３５件（年間平均５件）に
上る。学校の管理下における熱中症は、大半が体育・スポーツ活動によるものだが、それ以外でも発生
している。特に、高温環境下の夏の屋外、気温・湿度の高い体育館等における運動や部活動の際に、多
く発症している。（参照「熱中症を予防しよう」（文部科学省・独立行政法人日本スポーツ振興センター）） 

５ 熱中症予防運動指針 

独立行政法人日本スポーツ振興センターホームページより＜参考＞ 

https://www.jpnsport.go.jp/anzen/default.aspx?tabid=114 


